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「図書館通いの楽しみ」          新宮町 上田 明美 

 

２週間に１度、子どもたちと新宮図書館に通い、借りた絵本などを１日に１～２冊読

むことが我が家の日常となっています。図書館に通い始めた頃は、子どもたちも小さか

ったので、絵本は主に私が選んでいました。季節や行事、子どもの興味に合わせたもの、

子どもたちのお気に入りを何度も借りてみたり・・・また私自身が幼い頃に親しんだ絵

本を見つけては、懐かしい気持ちに心を弾ませたりしながら、絵本選びを楽しませても

らいました。 

子どもたちも成長し、今ではそれぞれが自由に読みたい本を１０冊選びます。その本

選びに見える個性が面白く、毎回どんな本を選んでくるのかが今の私の楽しみとなって

います。最近小学２年生の娘が借りていたのは、絵本や童話・物語の児童書以外にもな

ぞなぞ・言葉遊び、トランプ・ゲーム、お菓子作りの本など。誰かと一緒に楽しむこと

が好きな娘らしく、興味の幅が広がっているようです。お菓子作りの本を選ぶところは、

女の子ならではの成長を感じてしまいます。一方、幼稚園年長の息子は、恐竜や生き物

などの本や図鑑が大半で、その中でも恐竜に関する本は毎回欠かさず借りています。興

味を示したものへの探求心が強いのか、何度も同じ重たい図鑑を借りては読み返してい

る姿がとても可愛いので、「また借りるの？」と言いたい気持ち

も無くなってしまいます。 

図書館は、たくさんの本に触れることができ、子どもたちの「読

みたい！」「知りたい！」という気持ちに応えてくれます。そし

て思う存分本を楽しむことを叶えてくれます。 

これから、子どもたちはどんな本と出会い、楽しむのでしょ

う？また私自身新たな図書館の楽しみ方を見つけるかもしれま

せん。私の図書館通いの楽しみは、まだまだ続きそうです。 

 
※『読書と私』は図書館の利用者に執筆していただいています。 
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ら  い 

図書館へ気軽にぶらりと来館していただきたいという思いで命名しました。 

 図書館を英語で「Library(ライブラリー)」といいます。 

 

ら  い 

図書館へ気軽にぶらりと来館していただきたいという思いで命名しました。 

 図書館を英語で「Library(ライブラリー)」といいます。 
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左のＱＲコードから 

(https://www.lib100.nex

s-service.jp/tatsuno-cit

y/mobile/index.do） 
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                      第１１回 龍野ひなまつり関連行事   

『缶バッジを作ろう』 
 

好きな絵を描いてオリジナル缶バッジを作ってみませんか 
 
【日時】３月２５日（土）１０時～１５時 ※ 時間内であればいつでもお越しください  

【場所】龍野図書館 ２階 研修室      【費用】１００円 

   

 

 

 

 

児童文学へのご招待 
 
“旅の道連れ”をテーマに児童文学の 
ブックトークを行います。 

 
【日時】３月１２日（日）  

１０時３０分～１１時３０分  

【場所】揖保川図書館 おはなしのへや 

【対象】一般 (１５歳以上)  

【定員】１０名 (要申込・先着順)  

【申込】揖保川図書館 (電話可) 

 
ブックトークとは 

ある１つのテーマにそって何冊かの本を紹介すること
です。図書館では、学校等へ司書が訪問し新たな本の

世界を知るきっかけづくりとして行われています。 

本棚・１２３ 

『略奪されたメソポタミア』    ローレンス・ロスフィールド 著 山内 和也 監訳 ＮＨＫ出版 

 

イラク戦争の混乱の中、

２００３年４月、イラク国

立博物館が襲撃され約１万

５千点もの収蔵品が掠奪さ

れるという事件が起きた。

人間の顔を写実的に描いた

最古の作品と言われる５０

００年前のワルカの面や紀元前８世紀の象牙細

工などの最高傑作とされる貴重なメソポタミア

文明の遺産が収められていたが、何者かによっ

て瞬く間に持ち去られてしまった。 

本書は、シカゴ大学教授で文化遺産保護を研

究する著者が、アメリカ軍人、官僚、考古学者

などさまざまな立場の人にインタビューし、当

時のアメリカ国務省やペンタゴンで何が起きて

いたのか、イラクの文化財保護を願う世界の考

古学者の言及がなぜアメリカの政治家や軍関係

者に伝わらなかったのかなど、これまで公にさ

れなかった事実から、この悲劇の要因を解明し

ていったものである。 

戦争によって被害が及ぶのは人間だけではな

い。もうひとつの大きな被害者は、文化遺産で

ある。数年後、盗まれた収蔵品のうち数千点は

取り戻されたものの、ブラックマーケットで取

引されることとなった遺物は、出品されても資

金不足で買い戻せない状態が続いている。また、

民間人が生活資金のため盗掘するという遺跡の

破壊が後を絶たず、毎週数千の遺物が盗難に遭

っているという現実もある。著者は、そのうち

世界中の文化遺産が失われてしまうのではない

かと嘆く。失われた文化遺産をすべて戻すこと

は不可能であるし、消えた歴史を回復させるこ

ともできない。 

戦争が招く被害の中で、見過ごされがちな文

化遺産に焦点を当てることで、人間がこれまで

に築き上げてきた文化遺産の尊さ、そしてそれ

を守り続けることの難しさを深く考えさせられ

る１冊である。     （龍野図書館 河部） 

  

トピックス     イベントのお知らせ 
                      
  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 龍 野
図書館
としょかん

 

郷土の偉人“再発見” 

岡
お か

 平
ひ ら

保
やす

と『播磨国風土記』 
 
江戸時代末期、室津の賀茂神社の神官であった岡平保は、当
時写本が流布し始めた『播磨国風土記』を研究し、注釈本の
先駆けとなる『風土記考』を執筆しました。『播磨国風土記』
成立 1300 年を経た今、『播磨国風土記』研究の先駆者として
注目される「郷土の偉人」岡平保の功績を紹介します。 
 

【講師】播磨学研究所研究員 垣内 章 氏 
【日時】３月１１日(土)１４時～１５時３０分 【場所】御津図書館  

【対象】一般 (中学生以上) 【定員】４０名 (要申込・先着順)  

【申込】御津図書館 (電話可) 

御津図書館
としょかん

 

龍野図書館
としょかん

 

揖保川図書館
としょかん
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おすすめする子どもの本・128   

『おまたせクッキー』      パット＝ハッチンス 作 乾 侑美子 訳 偕成社 

 

お母さんがビクトリアとサムのためにク

ッキーを１２枚焼きました。そのクッキー

はおばあちゃんが焼いたとてもおいしいク

ッキーと同じくらいおいしそうでした。で

もお母さんはおばあちゃんのクッキーは特

別だと言います。 

ビクトリアとサムが６枚ずつ分けて食べ

ようとすると、玄関のベルがピンポーンと

鳴りました。お母さんがドアを開けると、

お隣のトムとハナが遊びに来たので、一緒

におやつを食べようとテーブルへ招きます。

４人がクッキーを食べようとした時、また

ベルが鳴りました。次はピーターとピータ

ーの弟が来たので、６人は２枚ずつクッキ

ーを食べようとしました。すると、またベ

ルが鳴りました。今度はジョイとサイモン

と４人のいとこ達でした。そこで１２人の

子ども達は、１枚ずつ食べようとします。 

ところが、ピンポーン、再びベルが鳴り

ました。子ども達はクッキーを見つめます。

お母さんは子ども達に今のうちにクッキー

を食べるように勧めますが、サムがドアを

開けに行

きます。

現れたの

は、たく

さんのク

ッキーを

焼いて持

ってきて

くれたおばあちゃんでした。 

鮮やかな挿絵は表情を豊かに伝え、友達

が増えるにつれクッキーの分け前が減り、

聞き手はハラハラしますが、おばあちゃん

の登場で満足します。読んでもらえれば、

４歳ぐらいから。 （新宮図書館 井口） 

 

『山賊のむすめローニャ』 アストリッド・リンドグレーン 作 大塚 勇三 訳 岩波書店 

 

落雷で２つにさけた古城に、争う２組の

山賊が住んでいました。首領のマッティス

には娘のローニャが、もう一方の首領ボル

カには息子のビルクがいました。同じ落雷

の日に生まれた２人は、古城の深い裂け目

“地獄の口”で出会い、きょうだいのよう

に仲良くなりました。 

 ところがある日、マッティスが森でビル

クを捕らえ、ボルカ山賊に対し、息子と引

き換えに古城を出るよう命じます。悲しむ

ローニャは、自らボルカ山賊に捕らえられ

ました。娘の行動に失望したマッティスは、

戻ったローニャと口もきかず距離をおきま

す。山賊という仕事に疑問を覚え、親達と

気まずくなった２人は、森で生活を始めま

した。親から教わった暮らし方で糧を得ま

すが、次第に厳しい冬の暮らしが近づき、

食料が尽きかけた頃、マッティスがビルク

も一緒に

帰ってく

るよう頼

みにきま

す。ロー

ニャは父

か友のど

ちらかを

選ばずともよくなり、山賊同士も打ち解け

て仲良くなります。 

ローニャが山賊をやめるという決断を下

す結末は、ビルクとの楽しく明るい未来が

予想され幸せな気持ちになります。 

また、スウェーデンの伝説上のいきもの

や四季の変化の描写により、豊かな森の生

命力やそこで生きていく人間の知恵やたく

ましさを体験できる１冊です。小学校５年

生くらいから。  （揖保川図書館 竹内） 
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３月の行事予定  ※詳細は各館へお問い合せください。 

 

★ えほんのじかん・・・絵本の読み聞かせ、わらべ歌など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ おはなしのじかん【対象：５歳以上】・・・絵本の読み聞かせ、わらべ歌、語りなど 

 

 

 

 

★ 読書会【対象：一般】・・・本を読んで感想を話し合う 

 

 

 

 

 

★ 子どもの本を読む会【対象：一般】    ★ 古文書を読む会【対象：一般】 

 

 

 

 
 
 

 
 

 

 

龍野図書館 【対象】１～３歳児、保護者  

１１日（土）・１８日（土）11時～11時 20分 

『こぐまちゃんおはよう』他 

 

御津図書館   

【対象】１～４歳児、保護者  

１２日（日）・１９日（日） 

11時～11時 20分 

『はなをくんくん』他 
  
 

【対象】５歳児～  

１２日（日）・１９日（日） 

11時 30分～11時 50分 

『くんちゃんのはじめてのがっこう』他 

 

揖保川図書館 【対象】２～４歳児、保護者   

４日（土）・１１日（土）・１８日（土）1０時３０分～1０時５０分  

『おおきなかぶ』他 

新宮図書館 【対象】２～４歳児、保護者  

１３日（月）・１９日（日）・２７日（月）11時～11時 20分  

『ととけっこうよがあけた』他 

 

揖保川図書館 

４日（土）・１１日（土）・１８日（土） 

11時～11時 30分 

『きつねのホイティ』他 

龍野図書館 

１０日（金）10時～11時 30分 

『黒い眼と茶色の目』徳冨蘆花 作 

 

御津図書館 

１５日（水）13時 30分～15時 30分 

『櫛挽道守』木内昇 作 

 

揖保川図書館 

１７日（金）10時～12時 

『文鳥』（漱石全集８）夏目漱石 作 

龍野図書館 

９日（木）10 時～11時 30分 

『リヴァプールの空』 ジェイムズ・ヘネガン 作 

 

 

 

御津図書館 

４日（土）13時 30分～15時 30分 

古文書の解読 

 

 

 

 

  

贈り物から伝わる

メッセージ 
 

大切な人に自分の気持

ちを伝える贈り物のア

イデアや先人が残した

言葉の贈り物・・・な

ど、いろいろな角度か

ら贈り物を特集しま

す。 
 

【期間】３月３０日まで 

 

 

 

名村一義氏 写真展示 
 

白鳥たちの生態をうつ
しだした写真を展示し、
鳥の写真集も集めてい
ます。  

絵で学ぶ  
  絵を読む 

 
詳細に描かれた図から
学ぶ本や、親しみやすい
イラストを多く取り入
れた本などを特集して
います。 

【期間】３月３０日まで 

 

 
～ＳＦ小説いまむかし～ 
Ｈ.Ｇウエルズを 
継ぐものたち 

 
『透明人間』『地底旅行』
等、古今東西のＳＦ小説
を紹介しています 
 
 

新しいこと 
はじめよう 

 
入園、入学、新社会人の
マナー習い事など、新し
いことに挑戦！ 
 
【期間】３月３０日まで 

 

 

 

 

 

はりま御津ライオンズクラブから 

たのしい本いっぱい!! 
 

はりま御津ライオンズ

クラブから、地域貢献

の一環として絵本や工

作の本など、児童書48

冊を寄贈していただき

ました。 

児童の特集コーナーで

紹介しています。 
 

【期間】終了日未定 

 

 

龍野図書館 新宮図書館 揖保川図書館 御津図書館 

館内特集・展示 （一部紹介） 

新宮図書館 
4日（土）・１１日（土）・１８日（土）・２５日（土） 

10時 15分～10時 45分 

「ミリー・モリー・マンデーおつかいにいく」他 
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